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期のアフリカと日本の経済関係の概要（Japan’s Economic Relationship with 







　第４章「南アフリカとの日本の貿易（Japan’s Trade with South Africa）」
























































立アフリカ諸国（Post-War Japan and New Independent Africa in the Late 

























「結論 ― 日本の対アフリカ政策の回顧と展望、Conclusion：Retrospective on 
and Prospects for Japanese Policy on Africa」）。とくにアフロ・ペシミズム
の最中の1993年に始まるTICADまで、これらが日本の対アフリカ関係を支え
た動機であった。その結果たしかに2000年代には戦前に劣らないほどアフリカ
への関心は高まった。しかし第５回開催（2013年）をもって日本＝アフリカ関
係は「ポスト・TICAD」と呼べる時代を迎えたという。中国を筆頭にアジア
＝アフリカ間援助も珍しくない今では、過去の日本のODAの急増はどのよう
な意味を持っていただろうか。とくにTICADでアフリカが求められた参加姿
勢も変遷するなか、それに対応する形で日本はどのような成果を挙げたのだろ
うか。
　実は本書ではTICAD展開中の日本企業の視点での対アフリカ進出の感触に
ついては、まだ述べられていない。そのウィークポイントの理由は、TICAD
における「アフリカを見る目」を論じた史料の性格が、外務省の集めた情報で
はなく日本政府の発したメッセージに移り変わっていることにも求められる。
こうしたメッセージには日本政府が立てた目標を追うことはできるが、日本企
業が現地で直面している問題分析はあまり見られない。しかし、たとえば援助
需要の一つである技術の提供面では、アフリカでのソフトウェア製品の開発、
教育、起業、投資への日本企業の貢献は目立たないという声なども聞く。それ
千葉経済論叢　第64号
－124－
らを考えれば最近のアフリカにおける日本企業の分析という延長的なテーマ
が、ポスト・TICAD時代の日本＝アフリカ関係の実態として読者の知りたい
点であろう。であるにしても、この「長くて緩慢な歴的的関係」が民間人によ
る市場と課題の発見を原点にしているという本書の指摘は、現状批判に優れた
視点として多くの人に読まれるべきであろう。
　　　（むねむら　あつこ　本学専任講師）
　
